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（１）事業着手から工事中断





高知駅周辺都市整備の概要 資料５-①（１/７）



高知駅周辺都市整備の概要図 資料５-①（２/７）



これまでの整備状況 資料５-①（３/７）

（整備後）

（整備後）

（整備後）



都市計画道路 はりまや町一宮線について

整備状況
工事中断
約280m

平成23年3月
供用開始

平成20年10月
供用開始

平成18年12月
供用開始

工 区

都市計画道路 はりまや町一宮線 L=1,765m

はりまや工区（L=750m)
土地区画整理
工区（L=338m）

比島工区（L=677m）

資料５-①（４/７）

ＪＲ高知駅



はりまや町一宮線（はりまや工区）について 資料５-①（５/７）

工事中止の声

事業名：都市計画道路はりまや町一宮線(はりまや工区)整備事業
事業主体：高知県
場所：高知市はりまや町一丁目から北本町三丁目
計画延長：L＝750ｍ
道路規格：道路構造令 第4種第1級
設計速度：V＝50km／h
道路幅員：W＝25～27ｍ

はりまや町一宮線（はりまや工区） 路線の概要

計画平面図（国道32号～江ノ口川）

標準断面図

主要構造断面図



都市計画道路 はりまや町一宮線の計画について

都市計画決定時における計画（平成7年）

平成13年に計画を見直し

資料５-①（６/７）

１）生態系の生息環境を悪化する河床部の全面コンクリート化
は極力避けること、提案工法の中では桟橋形式が望ましい。

２）太陽光線による植物の光合成や川底の酸化分解を促進す
るため、川面に出来るだけ直射日光を取り入れるスペースを
確保すること。また、現在の新堀駐車場部に生じるオープン
スペースも出来る限り広くすること。

３）河川が有する自浄作用を促進するため、既存の石積は工事
に支障が無いところは残すこと。また、新堀駐車場部のオー
プンスペースは石積護岸で整備すること。

４）工事完了後に生物が定着し易いよう、ヘドロ化した河床土の
入れ替えを行いオープンスペースには干潟の再整備を図る
こと。

５）シオマネキ等については施工中の被害を及ぼさないよう事
前に移植をしておくこと。

【平面図】

【横断図】

新堀川生態系検討委員会（H13.9.6)

５つの提言



はりまや町一宮線における様々な声（新聞記事） 資料５-①（７/７）





（２）工事中断以降の整備のあり方の検討

資料５－②





高知市の意見を聴く (平成30年4月9日)

H12 事業着手

H15 工事着手

はりまや町一宮線(はりまや工区)まちづくり協議会
第１回(平成29年６月20日)～第５回(平成30年２月20日)

➢ 委員：地域住民の代表者、環境保護活動に取り組む者、
学識経験者、 行政関係者 計12名

新堀川の水辺空間が大切である
という声の高まり

H20～
新堀川環境調査
交通量調査

約10年にわたりデータ
を蓄積

まちづくり協議会から知事へ提言
(平成30年2月21日)

これまでの経緯

■「まちづくり協議会」からの提言や高知市の意見を踏まえ、議論の
過程を今一度再確認。

■希少種や掘割の保全方法について改めて議論。県の方針を明らかにする時期

H10～
シオマネキの
生息調査
(浦戸湾周辺)

約20年にわたりデータ
を蓄積

新堀川を考える新堀小OB･OG有志の会からの意見

整備のあり方についてのパブリックコメント（2回）

はりまや工区の工事中断区間の整備のあり方について、
様々な立場の方からご意見をいただく時期が到来

■➀交通の状況､②希少動植物､③歴史・文化､④まちづくり の４つのテーマで
議論を深めた。

■この４つのテーマは全て重要だが、立場によって思い入れや価値観が異なるため、
全てのニーズを１００％満たすことはできない。一つのテーマを追求することで、
他の３つのテーマに不満を大きく残すことは適切ではない。
■それぞれのテーマの重要性を最大限に尊重し、全体として調和のとれた望ましい
整備のあり方として、「新たな道路計画案」が相応しいと考える。

「新たな道路計画案」

希少動植物が生息・生育する自然環境や新堀川界隈に残る史跡等を守り、再生する
とともに、これらを活かしたまちづくりを実現し、住民にとって安全で安心できる地域や道路
づくりを最大限に実現できる最善の案

四国銀行
木屋橋支店

桜
井
橋

はりまや橋小学校

新
市
橋

新
堀
橋

横堀公園

まちづくり協議会からの提言（抜粋）

まちづくりの主体である高知市の意見（要約）

H７ 都市計画決定

■子供たちの安心・安全のため、早期の整備が必要。
■南北交通のスムーズな流れのためにも必要。
■環境・歴史の面で相当な配慮がなされた計画。
■横堀公園のリニューアルも含めてまちづくりに取り組んでいきたい。

はりまや町一宮線（はりまや工区）の整備のあり方の検討 資料５-②（１/５）

H23.3 南側区間工事中断
（北側区間供用開始）
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新堀川界隈のまちづくりに対する提案
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【意見提出者の住所別にみる意見の内訳】

新たな
道路計画案を

提案
（第２回まちづくり協議会）

新たな道路計画案に関するパブリックコメント

パブリックコメントの実施（県内外から多くの意見を公募） 資料５-②（２/５）

■第１回意見公募 ■第２回意見公募



まちづくり協議会からの提言書（その１） 資料５-②（３/５）



まちづくり協議会からの提言書（その２） 資料５-②（４/５）

【付帯事項】



現 況 新たな道路計画案

現況と新たな道路計画案のイメージ 資料５-②（５/５）





（３）工事再開の決定から工事着手までのスケジュール

資料５－③





Ｖ
ＶＶ

H30.6.15 まちづくり協議会 （ 報告会 ） ～ 工事再開の決定の報告、今後の進め方を説明 ～

希少動植物が

生息・生育する環境の保全

歴史や文化の

保存と再生
まちづくり

設 計

○干潟の設計方針
○水面の設計方針

○石垣の調査方法、設計方針、保存方針
○東側市道、新市橋の設計方針

平
成
30
年
度

平
成
31
年
度

提案

意見

地元説明会 【設計概要、施工方法、施工手順、通行規制の確認、環境対策（振動・騒音）】

設計方針の作成

詳細設計

施工計画

○石垣の調査結果、設計内容、保存内容
○歴史の道、新市橋の設計計画

○干潟の設計内容
○水面の設計内容

○石垣の設計、保存設計
○歴史の道・新市橋の設計
○工事中の配慮

○干潟の設計
○水面の設計
○工事中の配慮
○モニタリングの計画

○横堀公園の活用方針
○東側市道、新市橋の活用方針
○歴史案内板の設置方針

○横堀公園の計画
○歴史案内板・希少動植物案内板
の計画

工 事 着 手

細部の修正

【 ６月議会】 補正予算の議案上程 ～ 工事再開の決定を表明 ～

設計完了

提案

意見

提案

意見

説明

意見

工事アドバイザー会議（工事アドバイザーへの相談）

第１回工事アドバイザー会議：設計方針の検討

第２回工事アドバイザー会議：設計内容の検討

第３回工事アドバイザー会議：設計の確認、工事中の配慮の検討

高
知
市
と
の
連
携

第 ６ 回 まちづくり協議会 （最終回を想定） ～ 設計の詳細を報告 ～報告

設計業務発注

連携

『新たな道路計画案』を実現するための今後のスケジュール(案)

※不測の事態や工事の進捗管理など必要に応じて工事アドバイザー会議を開催

○横堀公園の設計
○歴史案内板・希少動植物案内板
の設計

資料５-③（１/１）

H30.11.1

H31.2頃

H31.夏～秋頃


